津和野町商工会　令和７年度　経営発達支援計画　事業実績（実績評価）

　当会では、小規模事業者の持続的な発展に向けて支援する「経営発達支援計画」を策定し、令和６年３月１５日に経済産業省より認定を受けました。
　この計画は、令和６年４月から令和１１年３月の５ヵ年にわたり地域の経済動向等の調査を基に、事業者の経営状況分析、事業計画策定支援など事業の持続的発展にむけて支援するものです。令和７年度の事業評価について下記の通り報告します。

（１）地域の経済動向調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合評価【 B 】

（２）需要動向調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合評価【 B 】
　
（３）経営状況の分析　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合評価【 A 】

（４）事業計画策定支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合評価【 A 】
　
（５）事業計画策定後の実施支援　　　　　　　　　　　　　　　総合評価【 A 】
　
（６）新たな需要の開拓に寄与する事業　　　　　　　　　　　　総合評価【 Ｂ 】
　
（７）支援能力向上のための取組み　　　　　　　　　　　　　　総合評価【 A 】

（８）地域経済の活性化に資する取り組み　　　　　　　　　　　総合評価【 A 】

　
　　


※総合評価
Ａ大変効果があった　Ｂまあまあ効果があった　Ｃあまり効果がなかった　Ｄまったく効果がなかった













[bookmark: _Hlk228351601]（１）地域の経済動向調査　
■事業の目的
管内小規模事業者へ外部環境に係わる地域経済動向調査情報を提供することにより、事業計画策定支援・実施支援の際の外部環境情報として活用する。

■定量目標および実績
	内　容
	目標件数
	実績件数
	達成率
	備　考

	①中小企業景況調査の実施
	調査対象件数
	９者
	５者
	55％
	業種ごとに年４回（３か月ごと）調査票配布

	
	調査結果公表頻度
	四半期に1回
	四半期に1回
	100％
	

	内　容
	目標件数
	実績件数
	達成率
	備　考

	②他機関が提供する外部データの活用
	調査結果公表頻度
	３回以上
	３回
	100％
	会報誌、各種会議

	
	調査結果公表頻度
	随時
	1回
	―
適宜実施
	商工会HP

	内　容
	目標件数
	実績件数
	達成率
	備　考

	③国が提供するビッグデータの活用
	調査結果公表頻度
	１回
	0回
	0％
	会報誌

	
	調査結果公表頻度
	１回
	1回
	100％
	商工会HP



■事業内容
[bookmark: _Hlk228349281]①中小企業景況調査の実施
	内容
	・管内小規模事業者9者（製造2・建設2・小売2・サービス3者）の
「売上」「採算」「資金繰り」「経営状況」等の聞き取り調査を実施する。
・景況感の変化を把握し、ホームページ等で公開し広く周知する。
・事業計画策定時における外部環境データとしても活用する。
（公表　四半期に1回）

	実施結果
	・全国商工会連合会の受託事業として行っている中小企業景況調査により経営状況について聞き取り調査を行った。製造業と建設業が調査対象になっていないことから独自に調査することを考えていたが、実施できていない。
・情報収集した内容は調査対象企業にフィードバックし情報提供を行った。また、補助金申請等の事業計画の作成に活用するとともに経営支援会議において共有し、支援策につながるよう協議を行った。

	[bookmark: _Hlk228349310]次期への対応
	・事業者の動きに対しての状況調査を継続して実施し、管内の景況を把握していく。
・全国商工会連合会の受託事業として行われている中小企業景況調査以外の業種（製造2・建設2）を商工会独自として実施し、9事業者の調査を年4回実施する。



[bookmark: _Hlk228348951]②他機関が提供する外部データの活用
	内容
	・日経新聞、地方新聞、業界紙等から地域の経済動向に関わる情報（地域の取組み、地域の業況等）を収集・整理し、ホームページや会報誌にて情報提供する。
・津和野町が調査した情報（観光入込客数・宿泊者数の増減等）を収集・整
理し、ホームページや会報誌にて情報提供する。
・調査結果は事業者に判りやすいように提供し、経済動向を踏まえた戦略的
な事業計画の作成に役立てる。

	実施結果
	[bookmark: _Hlk228348996]・各新聞や業界紙等から地域の取組みや地域の業況の情報収集を行った。収集した情報は、会報誌や各種会議を通じて情報提供を行った。
・町、観光協会から観光入込客数や宿泊者数の動向を確認するとともに、会報誌や各種会議を通じて情報提供を行った。
・会報誌等を通じて情報提供を行ったが、ホームページの提供が少ない。

	次期への対応
	・地域の取組みや地域の業況等を各新聞や各種業界紙により情報収集を行い支援する。
・観光入込客数や宿泊者数など各機関の統計調査を活用し情報収集する。
[bookmark: _Hlk228349615]・調査結果は会報誌や商工会ホームページで公表する。


[bookmark: _Hlk228350688]③国が提供するビッグデータの活用
	内容
	・正確な実態を把握するためにRESASや総務省統計局などの調査を活用して、観光産業に関することや産業構造等の最新動向の情報収集を行い、事業計画策定支援に活用することでより精密なものとしたい。
・分析項目（From-to分析、目的地分析、産業構造マップなど）
・調査結果は、会報誌やホームページにて情報提供する。

	実施結果
	[bookmark: _Hlk228350744]・町、観光協会から観光入込客数や宿泊者数の動向を確認するとともに、V-RESASを活用して動向調査（人口、宿泊者）を実施した。
・ホームページにて情報提供を行った。

	次期への対応
	・分析を行う項目を明確にして、項目に対応した調査内容と整理を行う。
・調査結果は会報誌や商工会ホームページで公表する。（会報誌に掲載するタイミングでホームページでも公表）会報誌においては、掲載コーナーを設けることも検討する。



評価：中小企業景況調査の実施は、商工会独自で設定した業種の調査が不十分、他機関が提供する外部データの活用と国が提供するビッグデータの活用では、一部ではあるが調査・分析を行いホームページ等で情報提供ができ、事業計画策定にも活かすことができた。
次期へは、調査結果の公表手段としてホームページの活用を積極的に行いたい。また、国が提供するビッグデータの活用については、広報誌にコーナーを設けて掲載することも検討する。
　　　

　総合評価【　B　】
[bookmark: _Hlk228351634]（２）需要動向調査　
■事業の目的
　観光・消費者ニーズを把握することで、観光客や消費者が今何を求めて、どこから来町しているのか、どんな商品を求めているのか等を確認し、観光関連事業者の新たな商品開発や事業計画策定のための基礎資料として活用し、事業者個々の事業展開につなげていく。

■定量目標および実績
	アンケート調査
	目標件数
	実績件数
	達成率
	備　考

	観光ニーズ調査
	１回
	0回
	0％
	「あんこ旅」

	消費者アンケート回収件数
	80件
	44件
	55％
	マルキュウ津和野フェア

	アンケートの対象事業者数
	５者
	５者
	100％
	特産品製造事業者

	需要動向調査活用事業者数
	５者
	０者
	  0％
	観光関連・特産品製造事業者

	調査結果公表回数
	１回
	１回
	100％
	



■事業内容
[bookmark: _Hlk228352379]①イベントを活用した観光ニーズ調査からの情報収集
	内容
	・観光ニーズ調査においては、町内経済三団体（町、観光協会、商工会）で実施する「あんこ旅」イベントを活用し、アンケート調査から観光動向を調査する。特に宿泊、インバウンド状況、入込客の多い地点・施設を巡回による聞き取りにより調査する。
・どの地域から、どのような経路で、どこを目指して来ているのかを確認し、名所とコラボした関連商品が出来ないか探る。
・特産品関連事業者へどのような年齢層へ、どのような商品が売れているのか情報提供し、今後の「あんこ旅」イベント用新商品づくりへ活用する。

	実施結果
	[bookmark: _Hlk228352352]・「あんこ旅」以外のイベントを活用した観光ニーズ調査を模索したが、検討不十分でできず、「あんこ旅」イベントも活用できなかった。

	次期への対応
	・次期も「あんこ旅」が開催されれば、このイベントを活用してアンケート調査から観光動向を調査する。特に宿泊、インバウンド状況、入込客の多い地点・施設を巡回による聞き取りにより調査する。
・次期も「あんこ旅」を観光ニーズ調査とするのならば、内容について観光協会と連携もできる。
[bookmark: _Hlk228352885]・「あんこ旅」以外のイベントを活用した観光ニーズ調査も検討してみる。


②マルキュウフェアでの消費者アンケート調査
	内       容
	・㈱マルキュウにおいて開催される「マルキュウ津和野フェア」を活用し、来場者を対象に特産品製造業の商品の味、香り、パッケージデザイン等の調査を行う。
・観光ニーズにかかる項目を盛り込み観光地津和野に関して消費者が持っている情報を収集する。
・アンケート調査を取りまとめ、観光関連事業者・特産品製造事業者に観光動向や調査項目の関係する内容をピックアップして情報提供を行い、商品改良、商品検討へつなげていく。

	実 施 結 果
	・「マルキュウ津和野フェア」（6月：アルク葵店、10月：アルク防府店）においてアンケート調査を実施した。（回収：アルク葵店27枚、アルク防府店17枚）
・アンケート結果について、調査内容を取りまとめ、商工会ホームページで情報提供を行った。

	次期への対応
	・同フェアの特産品の販売は、恒例行事として山口県民に広く認識していただいており、次期も参加予定。引き続き事業支援を行っていき、アンケート調査を実施する。
・アンケートの項目内容を事業者と一緒に検討する。
・アンケートの結果を、観光関連事業者・特産品製造事業者へフィードバックすると同時にホームページでも情報提供を行う。特にホームページの活用を強化する。
・観光ニーズにかかる項目も盛り込み観光地津和野に関して消費者が持っている情報を収集する。



評価：「あんこ旅」イベントを活用してアンケート調査から観光動向を確認することはできなかった。今後は通常の他のイベントも活用してアンケート調査をする必要がある。「マルキュウ津和野フェア」（6月：アルク葵店、10月：アルク防府店）においては、アンケート調査を実施して観光・消費者動向を調査し集計・分析することができた。その結果を会報誌やホームページで公表して情報提供を行ったものの、対象事業者へのフィードバックまでには至らなかった。


総合評価【　B　】















[bookmark: _Hlk228354480]（３）経営状況分析　
■事業の目的
事業者への「対話と傾聴」を通じて経営の本質的課題解決が必要かつ、持続的発展の可能性が高い事業者を選定し経営分析を実施し、現状を把握するとともに経営の本質的課題の抽出を行う。

■定量目標および実績
	経営状況分析
	目標件数
	実績件数
	達成率
	備　考

	経営分析事業者数
	15者
	15者
	100％
	



■事業内容
	・経営分析を実施する事業者の掘り起こし（経営指導員の「対話と傾聴」による発掘）
経営分析を行う事業者の掘り起こしを行う。既存事業の強化、商品・サービス改良、新分野進出、事業再構築等、新たな取組みに対し意欲のある事業者や創業者、事業承継予定者、既に経営分析を実施した事業者についても大きな変化が生じた場合、支援の対象とする。また、記帳指導、金融支援を通じて経営状況の早急な改善が必要と思われる事業者に対しては、経営課題の洗い出しを提案する。
・対象者
「対話と傾聴」を通じて経営の本質的課題解決が必要かつ、持続的発展の可能性が高い事業者を選定する。
・経営分析の内容
定量分析は、業種別審査辞典や記帳システムＭＡ１の経営分析シート等の統一したツールを活用し、定性分析に関しては、経営指導員による巡回・窓口指導のヒアリングを通じて内部環境、外部環境を整理する。



■経営状況の分析項目
	分析項目
	内容

	財務分析（直近３期分）
	収益性・成長性・生産性・安全性

	非財務分析（ヒアリングによるＳＷＯＴ分析）
	内部環境における強み・弱み

	
	外部環境の脅威、機会



[bookmark: _Hlk228355261]■事業の結果
	・経営指導員による巡回・窓口指導の「対話と傾聴」により、経営力向上、新たな取組み、創業、事業承継、販路開拓等の支援が必要な15事業者の掘り起こしを行い、持続的発展の可能性が高い事業者を選定し経営分析を行った。
[bookmark: _Hlk228355325]・これまで「対話と傾聴」を通じて経営の本質的課題の把握に繋げることを心がけたが、どうしても時間的な制約もあって「売上」や「利益率」の改善といった表面的な課題の抽出になり本質的な課題解決が少ないため、今期は目標数（15者）のうち、重点的支援者（３者を定め本質的な課題解決を行う）を経営支援会議で定め、ヒアリングの強化を図った。

・財務分析は、３期分の決算書データと業種別経営指標（日本政策金融公庫調査資料）を活用し、経営分析シートを作成し事業者へ提供した。なお、目的達成の迅速な対応のために分析項目を省略し、簡易な経営分析シートを作成し現状を把握した。
・非財務分析は、ヒアリングによるＳＷＯＴ分析を行い、特に重点的支援者においては経営の本質的な課題を抽出するように心がけた。
・分析結果は、該当事業者へフィードバックし、自社の状況、経営課題を把握し経営や戦略の見直しを行った。
[bookmark: _Hlk228355895]・分析結果は、経営支援会議で報告し内部共有した。



■次期への対応
	・財務分析において、「小規模事業者の事業計画づくりサポートキット」を参考にする。場合によって簡易な経営分析シートも利用する。
・分析結果は、経営支援会議で報告し内部共有する。
・毎年目標数の１５者の新規事業者の掘り起しは厳しいので、２年続けて同業者や同内容の経営分析を対象とすることも勘案する。
・次期も重点的支援者（３者を定め本質的な課題解決を行う）を経営支援会議で定め、支援の強化を図る。



評価：これまで分析はするものの掘り下げて本質的な経営課題の抽出までには至らないケースもあったため、今期は重点的支援者３者を定めて支援を行った。財務分析手法においては、国が推奨する経営分析シートを活用するが、迅速な対応のために分析項目を省略し、簡易な経営分析シートを作成した。それでも経営に参考となる指標であり、専門的な内容については専門家を活用しながら支援出来ている。


総合評価【　A　】














[bookmark: _Hlk228363056]（４）事業計画策定支援　
■事業の目的
　事業者が当事者意識をもって課題に向き合い、事業計画策定に能動的に取組むように「対話と傾聴」による支援を通じて事業の継続を図る。

■定量目標および実績
	内　容
	目標件数
	実績件数
	達成率
	備　考

	ＤＸ推進セミナー
	１回
	3回
	300％
	

	事業計画書策定支援
	10者
	12者
	120％
	



[bookmark: _Hlk228364250]■事業内容
①ＤＸ推進セミナーの開催
	内容
	・ＤＸ関連のセミナーを開催し、事業計画策定においてＤＸ推進が有効である事業者には、積極的に参加を促し、デジタル化を含めた業務改善、新事業への取組み等の推進を支援し、小規模事業者の競争力の維持・強化を目指す。

	実施結果
	・伴走型小規模事業者支援推進事業による職員向け「ＤＸ活用セミナー」
　開催日：令和7年10月27日（月）～11月13日（木）３回
　場　所：津和野町商工会
　内　容：デジタル販売促進・ＤＸ研修
　参加者：８名
・工業部会による「ＤＸ活用セミナー」
　開催日：令和7年11月19日（水）
　場　所：津和野町商工会
　内　容：生成ＡＩについて
　参加者：１３名
・青年部による「ＤＸ活用セミナー」
開催日：令和8年1月23日（金）～2月20日（金）３回
　場　所：津和野町商工会
　内　容：生成ＡＩについて
　参加者：７名

	次期への対応
	・ＤＸ推進セミナーを開催し、ＤＸ推進が有効と思われる事業者のデジタル化を含めた業務改善、新事業への取組を支援し競争力の維持、強化を目指す。


[bookmark: _Hlk228364217]②事業計画策定支援
	内容
	・経営分析を行った事業者や補助金申請を契機として事業計画策定に取組む意思のある事業者、創業者、事業承継予定者に対して事業計画策定の支援を行う。必要に応じて中小企業診断士や公認会計士等外部専門家を交えて確実に事業計画策定につなげ、事業者が当事者意識をもって課題に向き合い、事業計画策定に能動的に取組むように「対話と傾聴」を通じて増収増益と事業の継続を実現する。


	実施結果
	[bookmark: _Hlk164553312][bookmark: _Hlk228364305]・補助金申請、創業、事業承継予定者、経営力向上等を事業計画策定支援事業者とし、補助金申請契機による事業計画６者、事業承継計画３者、創業計画1者、経営力向上計画２者の作成支援を行った。
・販路開拓や新たな取組み等、補助金を活用した事業の提案を行い計画策定へつなげた。
・事業承継による支援も専門家にも支援を仰ぎながら事業承継計画や創業計画を策定した。
・策定にあたっては状況の分析を踏まえ、市場動向等の分析資料を参考に売上計画の作成を行った。

	次期への対応
	・経営分析を行った事業者や補助金申請を契機として事業計画策定に取り組む意思のある事業者、創業者、事業承継予定者に対して事業計画策定支援を行う。
・どうしても支援者側が提案し策定支援を行うため、事業計画策定にあたっては事業者が当事者意識をもって課題に向き合い能動的に取り組むよう「対話と傾聴」を通じたサポートを行う。



評価：計画に基づき今期は複数回ＤＸ推進セミナーを開催したが、ＤＸに対する取組み意欲が高く関心がある事業者が参加した。今後益々進化していく中で、今後も引き続き開催していく必要がある。
また、事業計画策定においては、販路開拓や新たな取組みなど意欲を持って取り組もうとする事業者の事業計画策定支援が行えている。事業者自らが能動的に事業計画を策定する先も増えている一方で、まだ多くの支援を必要とする事業者が多い。「対話と傾聴」を繰り返しながらサポートをしていく必要がある。


　　　　　　　　　　　　　　総合評価【　Ａ　】














[bookmark: _Hlk164552988][bookmark: _Hlk228364836]（５）事業計画策定後の実施支援　
■事業の目的
事業計画策定直後から事業者に対して定期的なフォローアップを行い、ＰＤＣＡサイクルによる状況に応じた見直しや修正を行い、事業計画の実効性を高める支援により小規模事業者の持続的発展を図る。

■定量目標および実績
	内　容
	目標件数
	実績件数
	達成率
	備　考

	フォローアップ対象事業者数
	10者
	12者
	120％
	

	頻度（延回数）
	40回
	42回
	105％
	

	売上増加事業者（３％以上）
	3者
	3者
	100％
	

	営業利益増加事業者（１％以上）
	3者
	4者
	133％
	



■事業内容
	事業計画を策定した事業者を対象として、経営指導員が四半期に１回巡回訪問をすることでフォローアップを行い、策定した計画が着実に実行されているか進捗状況の確認作業を実施する。進捗状況が思わしくなく、事業計画の間にズレが生じていると判断した場合には、外部の専門家等の第三者の視点を必ず投入して、事業計画の見直しや軌道修正を行い、実現性の高いものへブラッシュアップを行う。



[bookmark: _Hlk228365492]■事業の結果　
	[bookmark: _Hlk228365516]・事業計画策定後の支援、創業後の支援として、きめ細かく情報提供を行い、専門家派遣と連動して取り組み、事業計画の円滑な遂行に向けて事業の進捗状況の確認を行いつつ適宜フォローした。（前年度、前々年度に策定した事業者も含む）
・事業承継においては、事業承継・引継ぎ支援センターとの同行により事業者と連絡を取り合いながら進めており、定期訪問を実施し状況確認および指導を実施した。
[bookmark: _Hlk228365677]・売上増加事業者（３％以上）、営業利益増加事業者（１％以上）の把握については、決算書や試算表を用いて確認した。



■次期への対応
	・訪問回数を増やして集中的に支援すべき事業者と、ある程度順調と判断し訪問回数を減らしても支障のない事業者を見極めた上で、四半期ごとに進捗状況のフォローアップを目指す。
・調査時点や比較の基準を明確にして、売上増加事業者（３％以上）、営業利益増加事業者（１％以上）の把握を行う。



評価：事業計画策定先、創業支援先についてもきめ細かくフォローを実施し、状況に応じた助
言、指導が行えている。事業承継におけるフォローアップにおいても関係機関とともに連携し取り組めている。統一的なフォローアップシートの作成が必要なことが検討課題。
総合評価【　A　】
[bookmark: _Hlk228371252][bookmark: _Hlk198279896]（６）新たな需要の開拓に寄与する事業　
■事業の目的
小規模事業者が変化する消費行動・ニーズへ対応し、新たな利益や価値を生み出し、競争力を高め、経営の発展を目指していく。また、ⅮＸの推進においてはＩＴの専門家派遣も活用しながらＥＣサイトまたはホームページ作成を支援し、新たな販路拡大や売上拡大を図る。

■定量目標および実績
	内　容
	目標件数
	実績件数
	達成率
	備　考

	①首都圏での展示会（年１回）
	出展事業者数
	５者
	4者
	80％
	

	
	売上／者
	５万円
	0円
	0％
	

	
	商談件数
	２件
	0件
	0％
	

	
	商談成立目標件数
	１件
	0件
	0％
	

	内　容
	目標件数
	実績件数
	達成率
	備　考

	②マルキュウ
フェア（年１回）
	出展事業者数
	５者
	8者
	160％
	春7・秋8

	
	売上／者
	20万円
	28万円
	140％
	春・秋

	
	商談成立目標件数
	１件
	0件
	0％
	

	内　容
	目標件数
	実績件数
	達成率
	備　考

	③ホームページ等作成支援数
	１者
	2者
	200％
	



■事業内容
①首都圏でのイベント出展・商談の支援を実施
	内容
	・伴走型小規模事業者支援推進事業補助金を活用し、首都圏で行われる展示会の出展による販路開拓を支援する。出展にあたっては、出展前支援、出展時支援、出展後のフォローアップを行い、事業者自身の商談スキルの向上につなげ、継続した事業展開を促していく。

	実施結果
	・商工会が実施主体となって補助金を活用して首都圏のイベント出展・商談会参加への支援は実施していない。
・その他の販路開拓支援（出展支援）
　ＧＯＯＤ ＬＩＦＥフェア２０２５　会場：東京ビッグサイト　１者
　ＪＡＰＡＮ ＳＨＯＰ２０２６　会場：東京ビッグサイト　１者
　小さな酒蔵・島根の酒を楽しむ会　会場：千代田プラットフォーム　２者

	次期への対応
	・首都圏でのイベント出展・商談においては、開催地、開催イベントを検討
し、補助金の活用等の側面的な販路開拓支援を行う。次期も伴走型小規模事業者支援推進事業補助金の活用が難しいため、商工会が実施主体となって行う販路開拓支援は実施しない。


②山口県の食品スーパーにおけるイベント出展（「山口マルキュウフェア」支援）
	内容
	・山口県の「マルキュウフェア」（マルキュウ津和野フェア）での展示販売会への出展支援を行う。消費者への直接販売とともに、マルキュウバイヤーへの商品提案も行われるため、それぞれの効果が上がるように支援を行う。

	実施結果
	・「マルキュウ津和野フェア」（春）
会　　場：アルク葵店
実施時期：令和７年６月７日（土）～８日（日）
出展者：７者
・「マルキュウ津和野フェア」（秋）
会　　場：アルク防府店
実施時期：令和７年１０月２５日（土）～２６日（日）
出展者：8者
[bookmark: _Hlk164599379]・マルキュウへの新商品提案はなかった。

	次期への対応
	・マルキュウフェアにおいては今後も開催予定であり、事業者の積極的な参加を促していく。
・消費者への直接販売とともに、マルキュウバイヤーへの商品提案も行われるため、新商品の提案を事業者へ促していく。


[bookmark: _Hlk164599770]　③ⅮＸ推進による販路開拓支援の強化
	内容
	・ホームページの作成支援
インターネットを通じて幅広く消費者に自社商品を購入してもらうため自者ホームページの制作、改良、更新の支援を行う。
・ネットショップ開設及びＳＮＳ活用を支援
ＳＮＳの活用方法について助言し、当地域の情報や特徴ある商品など関連したＰＲにより観光誘客や自者ホームページへの誘導、商品の購入に繋げる。

	実施結果
	[bookmark: _Hlk164600739]・２者のホームページ作成支援、改良（ＥＣサイト）支援を行った。
内「グーペ」ホームページ作成支援先：製造業１
ホームページ作成支援先：サービス業１

	次期への対応
	・ＤＸ推進により補助金や専門家派遣も活用しながらホームページ作成、
改良を支援しネットショップ、ＳＮＳ活用により販路拡大を促す。


④新たな需要開拓に取組む意欲のある小規模事業者に対する各補助金等の支援
	内容
	・経営資源の乏しい小規模事業者は、費用の面で展示会出展や整備を断念してしまう傾向があるため補助金の活用を提案し需要開拓の取組を支援する。

	実施結果
	・積極的に事業を進める事業者に対し補助金の活用を提案し、計画実施に向けて取組んだ。
町個別商業包括的支援事業申請支援４者
ものづくり産業生産プロセス補助金１者、観光産業再生促進事業１者
スモール・ビジネス育成支援事業補助金１者
・補助金等の情報は、商工会のホームページや広報誌、巡回訪問などを通じて管内小規模事業者に対して周知した。

	次期への対応
	・引き続き販路開拓に積極的に取組む事業者の行動を後押しするため各種補助金の活用提案を行っていく。
・巡回や広報誌、商工会ホームページにて情報の発信に努めていく。





評価：首都圏でのイベント出展、販路開拓は予定していたイベントに商工会が主体となって補助金を活用して参加する予定であったが、補助金要綱上の制約があり参加することができなかった。側面的な支援は実施した。また、ホームページ等制作・改良の目標件数も達成している。一方、マルキュウフェアにおいて商工会はイベント協力にとどまっており、今後は販路拡大に向けた個別商談の支援に繋げていきたい。


総合評価【　Ｂ　】































[bookmark: _Hlk228369078]（７）支援能力向上のための取組み　
■事業の目的
　小規模事業者の維持存続が地域経済の活性化に繋がるため、関係支援機関と連携して支援能力向上に努める。経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援能力向上のための取組み。（職員全員）

■定量目標および実績（※他の支援機関との連携）
	内　容
	目標
	実績
	達成率
	備　考

	■津和野町三団体連絡会議
	12回
	12回
	100％
	

	■島根県連石見事務所連絡会議・石見地区商工会経営指導員等会議
	２回
	３回
	150％
	

	■マル経融資推薦団体連絡会議
	２回
	2回
	100％
	

	■金融懇談会
	１回
	1回
	100％
	相談会

	■島根県及びしまね産業振興財団との意見交換会
	１回
	１回
	100％
	

	■益田税務署管内税務援助協議会
	１回
	１回
	100％
	



■事業内容
①事業の評価及び見直しをするための仕組みに関すること
	内容
	・「経営発達支援委員会」を開催し事業の評価・見直し案の提示を行う。
・理事会で評価・見直し案の方針を決定し総代会で報告する。
・事業結果は総代会資料、会報、ホームページ等で公表する。

	実施結果
	・島根県や津和野町及び関係団体等有識者で構成する経営発達支援委員会を構成し、事業の実施状況、成果の評価の提示を行う。
・事業の成果・評価・見直しは理事会および総代会で報告を行う予定。
・事業結果は総代会資料と商工会ホームページにて公表する予定。

	次期への対応
	・次期においても継続して経営発達支援委員会を開催し、事業の実施状況、
成果の評価、見直し案の提示を行っていく。
・毎月の定例職員会議において、経営発達支援計画の進捗状況を確認し、見
直し等の必要事項が発生した場合には、全職員で協議し見直しをする。
・結果については総代会資料や会報、またホームページで公表していく。


　②経営指導員等の資質向上等に関すること
	内容
	・外部講習会等の積極的活用
　【島根県経営指導員等研修会】【島根県指導職員等研修会】【業務知識習得研修・新任職員研修】【ＩＴ支援力向上講習会】【ＤＸ推進に向けたセミナー】
・ＯＪＴの実施による資質向上と職員間の定期的なミーティングの開催
定期的に実施している職員会議等は月1回以上開催し、全職員による支援ノウハウと情報の共有化を図り円滑な計画実施を目指す。
・専門家派遣制度を活用した資質向上
　事業者へ専門家派遣する際に経営指導員が同行することで、専門家が持つ高度な支援内容や助言方法を習得し、経営支援方法のノウハウを学習する。


	実施結果
	・島根県経営指導員等研修会に参加し各自の支援能力向上に努めた。
・経営支援会議で支援ノウハウや情報、経営課題や問題点を共有し、支援内容の検討を行い支援へ活かした。経営支援においては、局長、上席者から対応策や進め方などノウハウの指導、提案を受けつつ進めた。職員会議は毎月1回開催。行動計画の進捗管理を行い計画実行へ向けて取組んだ。
・専門家派遣に経営指導員が同行し、支援内容を経営支援会議で共有した。
・伴走型小規模事業者支援推進事業補助金を活用して、職員向けのＤＸセミナーを３回シリーズで開催、ＡＩの活用方法やＳＮＳを活用した情報発信の仕方や販路開拓支援の方法など、職員を対象とした内部講習会を開催しスキルアップを図った。

	次期への対応
	・経営発達支援計画を実施する上で不足するノウハウを外部講習等により習得し支援能力の向上に取組んでいく。
・経営支援会議による支援ノウハウの向上を図る。職員会議を毎月1回開催
し、情報の共有化を図り、職員間のコミュニケーションもとりながら各自の能力の向上に努めていく。
・不足しているＤＸに係る知識の補完にあっては、外部講習会等を積極的に活用しスキル向上を図る。また、職員を対象とした内部講習会も開催しスキルアップを図る。事業者のデジタル化を含めた業務改善、新事業への取組みなどを推進し、競争力の維持・強化を目指す。


　③他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換に関すること
	内　　　　容
	・津和野町三団体連絡協議会との連携、協議
・島根県商工会連合会石見事務所や石見地区商工会との情報交換
・日本政策金融公庫や島根県信用保証協会等金融機関との情報交換
・島根県西部県民センターやしまね産業振興財団石見事務所との意見交換
・益田税務署管内税務援助協議会での意見交換や情報交換

	実施結果
	・津和野町商工観光課、一社）津和野町観光協会、津和野町商工会で構成する「三団体連絡会議」を毎月開催し、地域の活性化や振興、地域事業者の状況や動向を確認し、情報共有を行った。
・各商工団体との連携や情報交換を行い支援ノウハウの向上を図った。
（中期行動計画2024-2026や経営発達支援計画の推進にあたっては連合会石見事務所も職員会議へ参加していただき、取組み確認や他商工会の事例等、情報交換を行った。）
・事業者の支援においても課題の解決に向けた取組みに効果があった。
（商工団体の相談支援体制機能強化事業の活用）
・保証協会相談会を開催。管内事業者の金融支援や情報交換を行った。
・島根県西部県民センターやしまね産業振興財団石見事務所との意見交換を実施し、施策や情報を収集した。
・税務署や税理士会との情報交換や意見交換を行い、小規模事業者の税務指導に努めた。


	次期への対応
	・各関係機関との連携を図り、支援ノウハウ、支援の現状、地域の課題や解決方法について情報交換をすることで支援能力向上に繋げていく。



評価：職員会議や経営支援会議を通じ研修会等の情報は伝達している。資質向上面においては、外部講習会の活用や内部講習会の開催、別途WEB研修も行いながら個々の不足する資質の向上に取組んでいる。支援能力向上においては他の支援機関との連携を通じて支援ノウハウの情報交換を行っており、商工会連合会石見事務所の指導もあり事業支援につながっている。


総合評価【　A　】





























[bookmark: _Hlk228366870]（８）地域経済の活性化に資する取り組み　
■事業の目的
津和野町は観光立町であり、観光資源でもある重要伝統的建造物群保存地区の空き家・空き店舗対策や事業承継を進めていくことにより景観を守る。また、日本遺産として認定された町並みや地域、食、神事、イベントの魅力を発信し誘客を図ることにより地域経済の活性化を目指す。

[bookmark: _Hlk228369104]■事業内容
[bookmark: _Hlk228369129]①空き店舗を活用した創業・第二創業の促進
	内容
	・関係機関と連携した地域の活性化に向けた定期協議
・「空き店舗・空き家対策協議会」の開催
・事業承継推進員との連携・情報共有
・空き店舗マップの作成

	実施結果
	・津和野町商工観光課、一社）津和野町観光協会、津和野町商工会で構成する「三団体連絡会議」を毎月開催し、地域の活性化や振興、地域事業者の状況や動向を確認し、情報共有を行った。
・津和野町、津和野町観光協会、金融機関、専門家等によりメンバーを構成する「津和野町空き店舗・空き家対策協議会」を開催した。事務局体制や具体的なスキーム及び実施スケジュールを本格化させ、空き店舗の調査を行うとともにチャレンジショップ（シェアキッチン）の整備に向けて協議を行った。
・事業承継・引継ぎ支援センターが商工会内にあり、連携して情報を共有している。

	次期への対応
	[bookmark: _Hlk228369148]・補助金を活用してチャレンジショップ（シェアキッチン）を整備する。
・空き店舗の調査を行い、貸したい人、借りたい人のマッチングを行うとともに空き店舗マップの作成と空き店舗バンクの仕組みづくりを行う。
・町内商店会との連携を図る。
・事業承継・引継ぎ支援センターとも連携し事業承継推進員との情報共有を図りつつ、事業承継新事業における空き店舗対策を進めていく。


②日本遺産認定継続に向けた支援
	内容
	・商品開発支援
・日本遺産関連イベント開催時の支援

	実施結果
	・日本遺産活用推進協議会と連携し、日本遺産を活用した「新規商品開発支援事業補助金」の事業計画策定による新商品開発や販路開拓支援を行い、日本遺産のＰＲと事業所の売上増加に貢献した。
・日本遺産関連の町外イベント出展や町内イベント開催時にホームページやＳＮＳを活用してＰＲを行った。

	次期への対応
	・日本遺産活用推進協議会と連携し、日本遺産を活用した事業者の新商品開発を支援する。
・日本遺産関連イベントに積極的に協力するとともに開催時にホームページやＳＮＳを活用してＰＲを行う。



評価：空き店舗対策においては創業相談を中心に聞き取りをしながら進めている。また、空き店
舗とならないよう事業承継の支援も実施している。今後、「津和野町空き店舗・空き家対策協議会」においてチャレンジショップや空き店舗バンクの取組みを本格化させ、関係機関と連携して空き店舗の解消実現に向けて事業を行う予定。
津和野町の日本遺産「津和野今昔～百景図を歩く～」は、2025年2月4日に文化庁から認定継続とされ、さらに他地域のモデルとなる「重点支援地域」に選ばれた。引き続き日本遺産認定継続に向けた支援を行っていく。


　総合評価【　A　】
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